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男女共同参画に関する
市民意識調査結果
性別にかかわらず、個性や能力を十分に発揮できる社会へ
　帯広市における男女共同参画に関する意識や実態を把握するため
に、調査を実施しました。
　調査の詳しい結果は、市ホームページに掲載しています。
　　　　　　  男女共同参画推進課（市庁舎3階、☎65・4134）問い合わせ

市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
男
女
が
共
に
生
き
る
こ
と

の
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の

実
現
に
向
け
て
、
平
成
22
年
３
月
に
策

定
し
た
「
お
び
ひ
ろ
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
を
基
に
、
男
女
平
等
意
識
の
啓

発
や
、
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
な
ど
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
を
実
施

市
民
の
皆
さ
ん
の
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
意
識
や
実
態
を
把
握
し
、
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
ほ
か
、
新

た
な
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
、
平
成

25
年
度
に
続
き
、
３
回
目
の
市
民
意
識

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

図１　夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである
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図５　社会全体で男女の地位は平等になっていると思うか
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図６　セクシュアル・マイノリティのイメージ
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偏見や差別などを心配して、隠している人が多いと思う

性の多様性として認めるべきである

テレビや新聞などで取り上げられることが多いので、何となくわかる

芸能人など公表する人が増えてきたので、身近に感じる

個人の趣味・趣向の問題である

自分自身やまわりに当事者がいるため、身近なことだと思う

男は男らしく、女は女らしくあるべきである
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図２　女性が職業を持つこと
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図４　セクハラを受けた経験が
　　　あると回答した人の割合
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　　　回答した人の割合
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◆
調
査
期
間　

平
成
30
年
４
月
27
日
～

５
月
15
日

◆
調
査
対
象　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上

の
１
０
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）、
有

効
発
送
数
９
９
５
人

◆
調
査
内
容

⑴�

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
言
葉
に
つ

い
て

⑵
家
庭
生
活
に
つ
い
て

⑶
職
業
に
つ
い
て

⑷
男
女
の
人
権
に
つ
い
て

⑸
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

⑹�
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

つ
い
て

◆
回
収
数
（
回
収
率
）

３
９
１
人
（
39
・
３
％
）

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
は

少
し
ず
つ
改
善

「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守

る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に
、

「
賛
成
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」

が
28
・
２
％
、「
反
対
」「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
反
対
」
が
60
・
９
％
で
し
た
。　

前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、「
賛
成
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
が
９
・８

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、「
反
対
」「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
反
対
」
が
10
・
２
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
て
い
ま
す
。（
図
１
）

こ
の
こ
と
か
ら
、
性
別
役
割
分
担
意

識
が
、
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

「
子
ど
も
が
で
き
て
も
、
ず
っ
と
職
業

を
続
け
る
方
が
よ
い
」
が
増
加
傾
向

　

女
性
が
職
業
を
持
つ
こ
と
に
関
す
る

考
え
方
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
が
で

き
て
も
、
ず
っ
と
職
業
を
続
け
る
方
が

よ
い
」
が
39
・
６
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
子
ど
も
が
で
き
た
ら
職
業
を
や

め
、
大
き
く
な
っ
た
ら
再
び
職
業
を
持

つ
方
が
よ
い
」
34
・
５
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
２
）　　

過
去
か
ら
の
調
査
結
果
の
推
移
を
見

る
と
、「
子
ど
も
が
で
き
て
も
、
ず
っ

と
職
業
を
続
け
る
方
が
よ
い
」
と
い
う

考
え
方
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
人
権
侵
害
の

存
在

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の

暴
力
で
あ
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
に
つ
い
て
、「
自
分

が
直
接
被
害
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
」

と
回
答
し
た
人
は
全
体
で
６
・
６
％
、

女
性
が
10
・
１
％
、
男
性
が
１
・
３
％

で
し
た
。（
図
３
）

　

Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
と

回
答
し
た
人
の
相
談
先
は
、「
友
人
・

知
人
」
が
53
・
８
％
と
最
も
多
く
、

「
家
族
・
親
族
」
46
・
２
％
、「
医
師
」

19
・
２
％
と
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

被
害
を
受
け
て
も「
相
談
し
な
か
っ
た
」

と
回
答
し
た
人
は
26
・
９
％
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
誰
に
も
相
談
で
き

ず
に
い
る
Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
、
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
は
、「
自

分
が
直
接
被
害
を
受
け
た
経
験
が
あ

る
」
と
回
答
し
た
人
は
全
体
で
14
・
１

％
、
女
性
が
22
・
３
％
、
男
性
が
１
・

３
％
で
し
た
。（
図
４
）

男
女
平
等
意
識
の
実
感

分
野
ご
と
の
男
女
の
地
位
の
平
等
に

つ
い
て
、「
平
等
」
と
答
え
た
人
の
割

合
が
最
も
多
か
っ
た
の
が
、「
学
校
教

育
」
の
分
野
で
58
・８
％
、次
い
で
「
家

庭
生
活
」
29
・
４
％
、「
法
律
や
制
度
上
」

が
24
・
８
％
で
し
た
。

一
方
で
、「
社
会
全
体
」
で
は
、「
男

性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方
が
優

遇
さ
れ
て
い
る
」
が
73
・６
％
、「
平
等
」

が
９
・
２
％
、「
女
性
の
方
が
非
常
に
優

遇
さ
れ
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
が

５
・６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
５
）

「
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」

と
感
じ
て
い
る
割
合
は
女
性
で
79
・
０

％
、
男
性
で
65
・
６
％
と
、
特
に
女
性

で
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
分
野
に
よ
っ
て
男

女
平
等
の
意
識
に
違
い
が
見
ら
れ
る
う

え
、
社
会
全
体
に
対
す
る
意
識
で
は
、

男
女
の
地
位
を
平
等
と
実
感
し
て
い
る

市
民
が
少
な
い
現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

理
解
・
尊
重

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」

ま
た
は
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
に
つ
い
て
、「
言

葉
も
意
味
も
知
っ
て
い
た
」
と
回
答
し

た
人
は
全
体
で
58
・
６
％
で
し
た
。

ま
た
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
へ
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、「
個

人
の
人
権
と
し
て
理
解
・
尊
重
す
べ
き

で
あ
る
」
が
74
・
９
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
偏
見
や
差
別
な
ど
を
心
配

し
て
隠
し
て
い
る
人
が
多
い
と
思
う
」

57
・
０
％
、「
性
の
多
様
性
と
し
て
認

め
る
べ
き
で
あ
る
」
49
・
９
％
と
続
く

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
６
）

次
期
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
に

向
け
て

　

現
在
、
市
で
は
次
期
の
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
（
令
和
２
年
度
～
）
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
調
査
の
結
果
や
社
会
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
、
女
性
の
活
躍
推
進
や
Ｄ
Ｖ

防
止
な
ど
の
ほ
か
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解
な
ど
に
つ
い

て
、
学
識
経
験
者
や
市
民
な
ど
か
ら
な

る
帯
広
市
男
女
共
同
参
画
市
民
懇
話
会

に
お
い
て
、
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
市
民
懇
話
会
に
お
け
る
議
論
や
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
伺
う
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
今
年
度
中

に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

※四捨五入により個々の比率の合計が100％にならない場合があります。

▲詳細はこちら


